
　

今
春
、開
校
し
た
ば
か
り
の
京
都
工
学

院
高
校
の
事
例
は
、単
な
る
「
工
業
高
校

の
話
」「
学
校
の
統
廃
合
の
話
」で
は
な
い
。

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
」の
１
つ
の
か
た
ち
と

し
て
、普
通
科
を
は
じ
め
と
す
る
他
学
科

に
も
刺
激
や
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
事
例
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　

同
校
は
、「
堀
川
の
奇
跡
」で
知
ら
れ
る

堀
川
高
校
を
有
す
る
京
都
市
が
手
掛
け

た
専
門
高
校
だ
。
今
年
度
か
ら
募
集
停
止

と
な
っ
た
創
立
１
３
０
年
の
洛
陽
工
業
高

校
と
創
立
96
年
の
伏
見
工
業
高
校
の
伝

統
は
、同
校
に
引
き
継
が
れ
る
。
た
だ
し
、

「
２
校
を
１
校
に
縮
小
す
る
再
編
統
合
で

は
な
い
」。
開
設
準
備
に
関
わ
っ
て
き
た
校

長
の
砂
田
浩
彰
先
生
は
、そ
う
強
調
す
る
。

最新ルポ

技術による社会貢献を目指し
新境地を開く高校が開校

従来の枠組みにとらわれない新しいジャンルを切り拓く高
校として、２０１６年４月にスタートしたばかりの京都工学院
高校。何を目指し、どのような教育を展開していこうとして
いるか、開校直前の３月に特別に取材させていただきました。

京都市教育委員会在籍時から約３年間、同校開設準備にあたって
きた。「京都から世界に羽ばたく人材の育成を目指したい」。

校長　砂田浩彰先生

京都工学院高校（京都・市立）

●技術で社会に貢献する「プロジェクト工学」を核とする新しい高校
●就職も進学もできる学校　「ものづくり」「まちづくり」を支える人材の育成

工業に関する専門的・先端的な知識と技術の定着を図り、高校卒業後に「ものづくり」
の現場を支え、広い視野での「ものづくり」を通じて社会の発展に寄与する人材の育成
を主として目指すとともに、大学等に進学する者にあっては、加速度的に変化・発展する
「ものづくり」を担う人材としての素地を培う教育活動を展開する。

豊かな人間性、確かな技術を身につけ、京都から社会の発展と人類の幸福に
貢献できる人材を育成する

●自己実現を目指し他者を理解する豊かな人間性を持つ生徒
●グローバルな視野を持ち、リーダーシップを発揮して社会に貢献し、活躍できる生徒 
●英知を結集し、社会を支え未来を切り拓く、次世代の科学技術を担う生徒
●高い倫理観と責任感を持ち、社会・地域の一員として他者と連携し、協働することが
　できる生徒
●専門的・先端的な知識と技術を身につけ、生涯にわたって継続して学習意欲を持つ生徒 

創設に
あたっての

基本コンセプト

教育目標

育てる生徒像

あ
る
べ
き
高
校
教
育
の
姿
を

根
本
か
ら
捉
え
直
し
た
学
校

学校全景のパース。「プロジェクト工学」を実践しやすい施設・設備が充実している。

取材・文／藤崎雅子　撮影／西山俊哉



現
代
社
会
を
見
据
え
、あ
る
べ
き
高
校
教

育
の
姿
を
根
本
か
ら
捉
え
直
し
、ゼ
ロ
ベ
ー

ス
か
ら
出
発
し
た
学
校
だ
か
ら
だ
。

 

「
工
業
高
校
は
、丁
寧
で
確
実
な
も
の
づ

く
り
を
す
る
人
材
の
育
成
に
は
定
評
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
、現
代
に
お
い
て
は
、そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、斬
新
な
発
想
力
や
創
造

力
を
も
っ
て
チ
ー
ム
で
新
し
い
価
値
を
生

み
出
し
て
い
く
力
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
対

応
し
て
い
く
に
は
、従
来
の
工
業
高
校
の

枠
組
み
を
取
り
払
う
必
要
が
あ
り
ま
し
た
」

（
砂
田
校
長
）

　

教
育
目
標
は
「
豊
か
な
人
間
性
、確
か

な
技
術
を
身
に
つ
け
、京
都
か
ら
社
会
の

発
展
と
人
類
の
幸
福
に
貢
献
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
」。
そ
の
教
育
の
中
身
を

見
て
い
こ
う
。

　

設
置
す
る
学
科
は「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
工
学

科
」と「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
数
科
」。
従
来
の

工
業
科
か
ら
す
れ
ば
、だ
い
ぶ「
規
格
外
」

の
学
科
と
い
え
る
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
工
学
科
」に
は
、も
の
づ

く
り
分
野
と
し
て
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
領

域
」 「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
領
域
」、ま
ち
づ

く
り
分
野
と
し
て「
都
市
デ
ザ
イ
ン
領
域
」

「
建
築
デ
ザ
イ
ン
領
域
」の
計
４
領
域
が
あ

る
。
従
来
の
工
業
科
に
近
い
専
門
分
野
を

揃
え
る
が
、専
門
を
学
科
や
コ
ー
ス
で
囲
う

の
で
は
な
く
、
よ
り
広
い
枠
組
み
の
「
領

域
」と
し
た
。多
様
な
専
門
性
を
結
び
つ
け

て
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
現

代
社
会
を
反
映
し
、専
門
の
軸
を
中
心
と

し
て
、そ
の
周
辺
に
も
目
を
向
け
さ
せ
る

た
め
だ
。

「
専
門
の
軸
を
も
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。

加
え
て
、そ
の
深
さ
だ
け
で
な
く
、視
野
・

知
識
に
横
幅
の
あ
る
人
材
の
育
成
が
必
要

だ
と
考
え
ま
し
た
」（
砂
田
校
長
）

　
一
方
の「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
理
数
科
」は
、「
工

業
＝
就
職
」の
構
図
に
切
り
込
む
。「
勉
強

嫌
い
だ
か
ら
工
業
科
に
行
っ
て
就
職
さ
せ

て
も
ら
お
う
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
却

す
べ
く
、理
工
系
大
学
進
学
に
特
化
し
た

教
育
を
行
う
。
従
来
の
工
業
科
大
学
進
学

コ
ー
ス
で
も
理
数
科
で
も
な
い
、「
も
の
づ

く
り
が
で
き
る
研
究
者
」の
育
成
を
目
指

す
学
科
だ
。
同
校
開
設
準
備
に
携
わ
っ
た

有
本
淳
一
先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

 

「
発
想
の
原
点
に
あ
っ
た
の
は
、学
科
を
ど

う
す
る
か
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
の
社
会
で

ど
ん
な
人
材
が
必
要
か
。
開
設
準
備
室
の

会
議
で
は
、周
囲
か
ら
心
配
さ
れ
た
ほ
ど
、

メ
ン
バ
ー
で
侃
々
諤
々
、怒
声
も
飛
び
交
わ

せ
て
、徹
底
的
に
議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
が
、こ
の
２
学
科
で
す
」

専門性を軸にして
チームで成果を出せる人を育てる

怒声を飛ばしながら
徹底的に議論してつくってきた昨年度は洛陽工業高校と開設準備室を兼務。「経済誌で大学が記事になる

ように、本校の取り組みが特集される日がくることを楽しみにしている」。

進路指導主事・フロンティア理数科主任　

有本淳一先生

学科構成

プロジェクト工学科
～京都から世界へ　未来をつくるエンジニアを目指して～

フロンティア理数科
～理工系大学を目指す進学型専門学科～

ものづくり分野

まちづくり分野

メカトロニクス
領域

（機械加工・機械制御）

都市デザイン
領域

（都市インフラ・環境・防災）

工学系の本格的な
施設・設備が充実

工学系の専門の
先生に学べる

JAXAなどの第一線の
エンジニアと連携

エレクトロニクス
領域

（電気・通信・プログラミング）

建築デザイン
領域

（住宅計画・環境・防災）

新
た
な
枠
組
み
を
提
案
す
る

2
つ
の
学
科
を
設
置

今求められる高校像とは

教育改革、その先の姿は…
最新ルポ
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両
学
科
の
教
育
活
動
に
は
２
つ
の
土
台

が
あ
る
。
１
つ
は
、専
門
的
な
学
習
の
核
と

位
置
付
け
ら
れ
る「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
」。

も
う
１
つ
は
、ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
注
目
さ

れ
て
い
る「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
」の
考
え
方
だ
。

　

ま
ず
、「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
」は
、専
門

分
野
の
知
識
・
技
術
を
生
か
し
、チ
ー
ム
で

地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
だ
。１
学
年
の「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
」（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
基
礎
を
学
習
後
、

２
学
年
以
降
で
本
格
的
な
グ
ル
ー
プ
活
動

を
開
始
。
地
域
社
会
の
課
題
を
発
見
し
、

自
ら
が
考
案
し
た
解
決
策
を
具
体
化
し
て

検
証
す
る
ま
で
を
行
う
。一
般
的
な
工
業

高
校
の「
課
題
研
究
」と
の
最
大
の
違
い
は
、

個
人
で
は
な
く
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
む
点

だ
。
企
画
推
進
部
主
任
の
上
野
僚
先
生
は

こ
う
話
す
。

 

「
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
最
大
の
強
み
は
、そ

れ
ぞ
れ
の
持
つ
多
様
な
意
見
が
〝
化
学
反

応
〞を
起
こ
し
、よ
り
良
い
取
り
組
み
が
で

き
る
こ
と
。
１
人
の
力
が
、人
数
の
掛
け
算

ど
こ
ろ
か
、累
乗
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り

ま
す
」

　

し
か
も
、グ
ル
ー
プ
は
学
科
や
領
域
の
枠

を
横
断
し
て
編
成
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
の
力
を
合
わ
せ
て
課
題
解
決
を
目

地域に貢献した経験を、今後は
社会でも生かしていってほしい

多
様
な
力
を
合
わ
せ
れ
ば

１
人
の
力
が
累
乗
さ
れ

大
き
な
力
に
な
る

昨年度は伏見工業高校と開設準備室を兼務。「プロジェクトゼミ」や進路指導の設
計などを担当。「ものづくりが好きで行動意欲のある生徒に、ぜひ来て学んでほしい」。

プロジェクト工学科主任　築山富司彦先生

「プロジェクトゼミ」の概要

「プロジェクトゼミ」の具体的な取り組みテーマ例

「プロジェクトZERO」（1学年「総合的な学習の時間」・２単位） 「プロジェクトゼミ」（２学年・３単位）

ものづくり分野

まちづくり分野 宇宙（そら）分野

＜ねらい＞この学習を通してチームワーク力、プレゼンテーション能
力、コミュニケーション力など社会に通用する即戦力を育むとともに、
生徒たちの自主性・主体性、マネジメント力、そして課題解決の素地
（リテラシー）を養う。

●地域ニーズによる省電力装置
　（風力・太陽光）の開発
●社会に役立つロボットの開発
　（防災・美化など）
●省電力ラジコンカーの開発
●高齢者に役立つグッズの開発　など

●地域の防災・安全マップの作成・活用
●学校周辺の竹林の活用
　（廃材の商品化）
●地域の緑地・農地の整備支援
●高齢者に優しい地域づくり
　（ユニバーサルデザイン）
　　　　　　など

●地元小・中学生に宇宙の面白さを
　伝える教室の企画・開催
●JAXA人工衛星の設計への協力
●衛生データの社会での活用方法の検討
　（GPS、気象情報など）
●ハイブリッド・ロケットの研究　　など

＜ねらい＞「つくる楽しさ」「工夫する喜び」「一緒に取り組む面白
さ」をPBLで学び、「社会に役立つ技術を生み出す」ことで、生徒た
ちの自主性・主体性、マネジメント力、そして課題解決力を育む。

※クラス内でのグループ編成 ※クラス、学科、専攻を越えたグループ編成

１学期
グループワークの
準備

１学期
問題の発見

2学期
模擬グループワークの
実践（２～３名）

2学期
現状の分析・解決策
の発案

3学期
本格的なグループワーク
の練習（４～５名）

3学期
解決策の具体化・完成と
活用・検証と評価

（イメージ）多機能バス停の企画エコロジー

ユニバーサル
デザイン

防災・減災 未知への挑戦

エネルギー

貢 献

学
科
を
越
え
た
チ
ー
ム
で
挑
む

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
」

※３学年はさらに発展的な活動

キーワード「貢献」「結集」「連携」「継続」
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指
す
の
だ
。

 

「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
と
は
、生
徒
を
海
外
に

派
遣
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、多
様

な
者
同
士
が
お
互
い
を
理
解
し
な
が
ら
チ

ー
ム
で
協
働
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ

と
理
解
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、ま
ず

学
科
の
枠
を
外
し
、多
様
な
興
味
・
関
心

や
得
意
分
野
を
持
つ
生
徒
が
お
互
い
に
刺

激
を
受
け
学
び
合
う
、日
常
の
環
境
を
ど

う
し
て
も
作
り
た
か
っ
た
の
で
す
」（
有
本

先
生
）

　

参
考
に
し
た
の
は
、金
沢
工
業
大
学
の

先
進
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
手
法
だ

（
関
連
記
事
Ｐ
22
）。
同
大
学
と
の
協
働
に

よ
り
、昨
年
度
、教
員
研
修
を
実
施
。今
後

も
教
員
研
修
や
生
徒
の
評
価
方
法
の
共

同
研
究
な
ど
で
連
携
し
て
い
く
。
学
問
や

研
究
の
内
容
で
の
接
続
と
は
違
っ
た
形
の
、

教
育
方
法
で
の「
高
大
接
続
」で
あ
る
。

「グローバル＝海外」ではない
多様性を理解することが本質

昨年度は洛陽工業高校と開設準備室を兼務。主に
「プロジェクトZERO」の設計を担当。「仲間と共にもの
づくりに取り組む楽しさややりがいを伝えたい」。

企画推進部主任　上野 僚先生

STEM教育イメージ［科学・技術・工学・数学の一体教育］

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
」の
取
り
組
み
は
、例

え
ば「
多
機
能
バ
ス
停
」を
作
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
だ
。
屋
根
や
ベ
ン
チ
、交
通
情
報
掲

示
板
、ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
設
備
を
、

土
木
、建
築
、情
報
、電
気
な
ど
様
々
な
専

門
性
を
結
集
し
て
１
つ
の
形
に
す
る
。
そ

の
テ
ー
マ
設
定
に
欠
か
せ
な
い
視
点
に
つ
い

て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
工
学
科
主
任
の
築
山
富

司
彦
先
生
は
こ
う
語
る
。

「
キ
ー
ワ
ー
ド
は『
貢
献
』で
す
。
や
み
く
も

に
好
き
な
も
の
を
作
る
の
で
は
な
く
、地

域
の
課
題
に
目
を
向
け
、自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
。
後
に
広
く
社
会

へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
目
を
育
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
以
下「
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
」
）や
京
都
工
芸
繊
維
大
学
と
も

連
携
協
定
を
締
結
。同
校
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
よ
り

「
宇
宙
航
空
教
育
の
支
援
モ
デ
ル
校
」に

指
定
さ
れ
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
宇
宙
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
や
、「
宇
宙
の
魅
力
を
小
・
中

学
生
に
伝
え
よ
う
」と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

受
け
て
地
域
で
宇
宙
教
室
を
企
画
・
開
催

す
る
予
定
だ
。
ま
た
、京
都
工
芸
繊
維
大

学
と
は
、同
大
の
学
生
と
共
に
継
続
的
に

地
元
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
ぼ
く
ら
で
も
心
が
躍
る
内
容
で
、生
徒

達
も
き
っ
と
イ
キ
イ
キ
す
る
だ
ろ
う
と
楽

し
み
で
す
。
き
っ
と『
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
』

の
活
力
が
、学
校
全
体
の
雰
囲
気
を
作
っ

て
く
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
上

野
先
生
）

　

も
う
１
つ
の
土
台
に
据
え
た「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ

教
育
」は
、ア
メ
リ
カ
経
済
を
牽
引
す
る
人

材
育
成
の
た
め
に
オ
バ
マ
政
権
が
国
家
戦

略
と
し
て
位
置
づ
け
る
、科
学
・
技
術
・
工

学
・
数
学
の
重
点
教
育
だ
。こ
の
考
え
方
に

基
づ
き
、実
践
と
理
論
を
関
連
づ
け
た
同

校
独
自
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
た
。

　

例
え
ば
三
角
関
数
。「
数
学
」で
は
、答

え
の
数
字
を
ど
う
出
す
か
の
理
論
を
大
事

に
す
る
。一
方
、工
業
科
の「
工
業
数
理
基

大
学
や
研
究
機
関
と
連
携
し

地
域
貢
献
に
取
り
組
む

理
論
と
実
践
を
つ
な
ぐ

｢

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
」で
意
欲
を
育
む

今求められる高校像とは

教育改革、その先の姿は…
最新ルポ
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礎
」で
は
、数
字
が
出
た
あ
と
の
活
用
が
重

要
な
た
め
、電
卓
も
使
っ
て
数
字
を
出
す
。

こ
の
２
つ
を
ば
ら
ば
ら
に
学
習
す
る
の
で

は
な
く
、先
に「
数
学
」で
理
論
を
押
さ
え

て
か
ら
、「
工
業
数
理
基
礎
」で
実
践
に
使

う
と
い
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
成
。
ま
た
、

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ゼ
ミ
」な
ど
他
の
授
業
や

研
修
旅
行
な
ど
の
学
校
行
事
も
、こ
う
し

た
考
え
方
に
基
づ
い
て
企
画
・
実
施
す
る
。

 

「
理
論
と
実
践
を
関
連
づ
け
て
学
ん
で
い

く
こ
と
に
よ
り
、答
え
の
な
い
問
い
を
解
決

し
て
い
く
力
や
、新
た
な
発
見
や
柔
軟
な

発
想
力
を
育
ん
で
い
く
の
が
狙
い
で
す
」

（
砂
田
校
長
）

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
に
は
、

全
教
員
で
取
り
組
む
。
主
に
前
身
の
２
校

か
ら
集
ま
っ
た
同
校
教
員
に
は
、ア
ク
テ
ィ

ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
初
心
者
が
多
か
っ
た
。
そ
こ

で
、ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
実
践
で
知
ら

れ
る
産
業
能
率
大
学
と
連
携
し
、昨
年
度

は
４
回
の
教
員
研
修
を
実
施
。
今
後
も
連

携
を
継
続
し
て
い
く
。

 

「
目
指
し
て
い
る
の
は
型
で
は
な
く
、質
の

高
い
主
体
的
な
学
び
を
促
す
こ
と
。
そ
の

本
質
が
ぶ
れ
な
け
れ
ば
、そ
れ
ぞ
れ
の
先

生
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
砂
田
校
長
）

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
を
後

押
し
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
も
整
備
。
全
教
室

を
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
で
つ
な
ぎ
、生
徒
全
員
が
購

入
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て
授

業
を
行
っ
て
い
く
。

　

新
し
い
学
校
の
準
備
に
あ
た
っ
た
の
は

教
員
だ
け
で
は
な
い
。
京
都
市
教
育
委
員

会
の
職
員
も
開
設
準
備
室
に
入
り
、大
学

等
と
の
連
携
協
定
、目
指
す
教
育
実
践
の

た
め
の
施
設
・
設
備
づ
く
り
、少
女
漫
画
と

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
制
服
デ
ザ
イ
ン
、

戦
略
的
な
広
報
な
ど
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。

そ
の
１
人
で
あ
る
学
校
指
導
課
高
校
教

育
担
当
の
岡
本
裕
介
氏
は
こ
う
話
す
。

 

「
教
育
行
政
の
立
場
か
ら
、従
来
の
工
業

高
校
の
枠
組
み
か
ら
脱
却
し
よ
う
と
先
生

方
と
力
を
合
わ
せ
、成
長
の
仕
掛
け
が
た

く
さ
ん
あ
る
学
校
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
生
徒
た
ち
の
様
々
な
夢
が
形
に
な

っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

 

「
チ
ー
ム
で
動
け
る
生
徒
を
育
て
る
に
は
、

教
員
も
学
科
や
専
門
の
枠
に
閉
じ
ず
、ひ

と
つ
の
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
が
重
要
」と
砂

田
校
長
。
目
指
す
学
校
の
姿
は
、開
設
準

備
室
で
既
に
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
学
校
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

3月に開催された第1回合
格者登校日。集まった生徒
に「歴史の一歩を共に踏み
出そう」と呼びかけた。

行
政
と
教
員
の
チ
ー
ム
で

進
め
て
き
た
開
校
準
備

こ
れ
か
ら
生
徒
と
共
に

文
化
を
創
っ
て
い
く

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
整
え

主
体
的
な
学
び
を
促
進

日本の産業構造を変える
人材の輩出を、この京都から

金沢工業大学　
学長室　
副主幹

松尾幸治氏

大学・研究機関との連携協定

※各大学・機関と京都市教育委員会との連携協定

連携先の
声 大学側も模索していた

教育における新しい高大接続

　本学は出張講義やゼミ体験などで高校生に大学教
育への理解を深める活動を行ってきましたが、その一環
として、何らかの形で高校と大学の間で教育に接続性
を持たせることができないかと模索していました。京都
工学院高校の開設準備にあたっている先生方から、
真剣な眼差しで新しい教育への協力を打診されたのは、
そんな議論を始めた矢先のことです。
　本学教職員でチームを編成。開設準備室の先生方
と議論を重ねて、本学カリキュラムの主柱であるＰＢＬ
型授業をテーマに、教員研修会の内容を具体化させて
いきました。その研修会本番、ワークショップの開始の
合図とともに全員が椅子から立ち、その先生方の姿か
ら熱意を肌で感じました。今回の取り組みを通して、高
大接続がさらに進展し、新たな工業高校の教育の一
助になれればと思っています。

連携先 同校との主な連携内容

●JAXA宇宙教育センター 「プロジェクトZERO」「プロジェクトゼミ」などの授業を対象に、
「ＪＡＸＡミッション解決型学習」を実施

●京都工芸繊維大学 「プロジェクトゼミ」を実施するうえで教育や生徒・学生同士の
継続的な連携

●金沢工業大学 「プロジェクトゼミ」の導入に向けた共同研究の推進や、
同大学のＰＢＬ型教育を参考にした教員研修を実施

●産業能率大学 アクティブラーニングの組織的な導入に向けた教員研修や、
教育効果の検証等の協働研究の推進
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学
科
名
の
看
板
で
は
な
く
、ど
ん
な
人
材

を
育
て
て
い
く
か
と
い
う
「
教
育
の
特
長
」

だ
と
、砂
田
校
長
は
考
え
る
。

 

「
工
業
高
校
が『
普
通
科
の
受
け
皿
』に
な

っ
て
い
て
は
、も
の
づ
く
り
で
発
展
し
て
き

た
日
本
は
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
工
業
分
野
に
意
欲
の

あ
る
生
徒
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
、日
本
の
産

業
構
造
を
変
え
る
も
の
づ
く
り
の
リ
ー
ダ

ー
を
輩
出
し
て
い
く
。
そ
れ
が
、ひ
い
て
は

工
業
高
校
を
普
通
科
と
横
に
並
ぶ
位
置

に
押
し
上
げ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

（
砂
田
校
長
）

　

同
校
が
不
安
と
期
待
で
迎
え
た
初
め
て

の
高
校
入
試
。
志
願
倍
率
は
各
試
験
１
〜

３
倍
と
順
調
な
滑
り
出
し
だ
っ
た
。
面
接

担
当
の
教
員
は
、受
験
生
に
学
ぶ
意
欲
や

新
し
い
教
育
へ
の
期
待
を
感
じ
取
っ
た
。
有

本
先
生
は
あ
る
受
験
生
の
言
葉
が
忘
れ
ら

れ
な
い
と
い
う
。

「『
新
し
い
学
校
の
文
化
を
自
分
た
ち
で
創

り
た
い
』と
発
言
し
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。

今
ま
で
に
な
い
学
校
を
創
る
と
い
う
、わ
れ

わ
れ
の
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
、

と
て
も
心
強
く
感
じ
ま
す
。
こ
の
学
校
を
、

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
教
育
全
体
に
影
響
を

様々な夢を形にできる
成長の仕掛けがたくさんある学校

行政の立場から同校の開設準備に
関与。少女マンガとのコラボ制服や
印象的な広報パネルなどで腕を振る
った。「工業高校＝就職のイメージか
らの脱却に一役買いたい」。

京都市教育委員会
学校指導課高校教育担当

岡本裕介氏

及
ぼ
す
よ
う
な
存
在
に
し
て
い
こ
う
。
そ

の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
」（
有
本
先
生
）

　

同
校
は
学
校
づ
く
り
の
過
程
で
、い
く
つ

も
の「
壁
」を
壊
し
て
き
た
。
学
科
の
壁
、

教
科
・
科
目
の
壁
、大
学
教
育
と
の
壁
、行

政
と
の
壁
…
そ
し
て
今
、教
員
と
生
徒
と

の
壁
を
越
え
て
、と
も
に
新
し
い
学
校
の

文
化
を
創
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
従
来

の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
な
い
挑
戦
。
そ
れ
こ

そ
が
こ
れ
か
ら
の
学
校
に
最
も
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

エントランス正面に建つガラス張
りの「クリエイトCUBE」。なかに
「プロジェクトゼミ」の拠点となる
「プロジェクトLAB」がある。

「テクニカルステーション」には
レーザー加工機などの工作機
械が配置される。

昨年度の新校開設準備に対する現場教員の反応について、前身
校と開設準備室とを兼務していた築山先生と上野先生に聞いた。

Ｑ．新しい学校設立に対する現場の受け止め方はどうでしたか。
「今までのやり方ではいけないのかと、最初はやはり少なからず戸惑い
があったのではないでしょうか。しかし、もとより社会で即戦力となる生徒
を育ててきた工業高校ですから、社会を見据える方向性は変わらない
はずです。あえて批判的な意見を持つ先生に新校準備に関する意見
を聞きに行ったり、頼み事をしたりして、新しい教育に対する理解の輪を
広げようと努めてきました」（築山先生）
「中身がわからないうちは様子見の先生も多かったと思います。具体的
な学習活動や最先端の設備などが明らかになるにつれ、これまで以上
に生徒がイキイキとしそうだという期待も感じるようになりました」（上野
先生）

Ｑ．新校では全教員にアクティブラーニング型授業の実践が求められ、
研修も行ってきました。先生方の反応はいかがでしたか
「最初の研修では、『アクティブラーニングは成功例が注目されているだ
けではないのか』『うちの学校に適応するのか』など、懐疑的なご意見や
不安の声もいただきました。研修を繰り返すうちに、『なんとかできそう
だ』に変わっていったようです」（築山先生）
「新しい授業手法を取り入れていこうという意識は、確実に広がってきま
した。特に若い先生方は意欲的です。私自身もそうですが、実際の授業
イメージが持てなかったことが不安の一因です。研修での模擬授業で、

『これは寝ていられない』『頭を使ってヘ
トヘトに疲れた』と体験することで、どんな
授業をすべきかというイメージができてき
たのだと思います」（上野先生）

グループワークも交えたアクティブ
ラーニング研修の様子

現場教員
の声 当初あった現場の戸惑いや不安感

研修を重ねて徐々に解消へ

今求められる高校像とは

教育改革、その先の姿は…
最新ルポ
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